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研究成果の概要（和文）： 
 中部ﾐﾔﾝﾏｰにおいて中心となるイラワジ河流域の自然環境の変動を完新世に照準に合わせて

オールコアボーリングによって得た試料、衛星画像を用いた地形解析を中心にして行った。そ

の結果、完新世の初期には現在のデルタは扇状地として形成されていたものが完新世中期以降

に自然堤防地帯からデルタ地域への変遷が認められるようになった。人間の世紀以降の流域の

土地被覆変化は河川の流出土砂量に影響を与えことが河川流路変動から明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The central part of Myanmar is important zone of Monsoon Asia and in the view of 
Holocene natural environmental change, the large river basin-Irrawwady river basin- 
is selected a target area and we made to clarify the geomorphologic features of the 
river basin. We clarified that the important delta evolution period is the middle 
Holocene using sediment analysis of several all core borings.  
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１．研究開始当初の背景 
 東南アジアの巨大河川では、唯一、ミヤン
ﾏｰにおける河川の調査事例が少なく、英国領
土下においてイギリス人による水道建設に
必要なボーリングを行うなどの極めて実務
的な作業の結果が記されているのみであっ
た。これは当該国が長く鎖国政策の中であっ
たために、いたし方のないことであった。し

かしながら、当該国の河川流域が東南アジア
ではモンスーンの吹き出し口となる重要な
地域に位置しているために、完新世における
自然環境がどのように変化し、人間の活動す
る時代にかけて大きく変容していく環境変
動を明らかにすることは、広く東南アジア研
究への意義もある。すなわち、河川がどのよ
うにこれらの自然環境変動とのかかわりが
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あるのかについて検討することは重要なこ
とである。東京大学大学院新領域創成科学研
究科自然環境学専攻に勤務していた時期、国
費留学生として博士課程に入学してきたケ
イトエラインさんが博士取得後にヤンゴン
大学に戻ったこともあり、ようやく現地調査
が可能となったこと、ヤンゴン大学地理学教
室とともに現地での分析も可能となったた
めに、この研究に着手した。 
 
２．研究の目的 
顕著なアジアモンスーン変動影響下のミ

ヤンマーの地溝帯を流下する巨大河川イラ
ワジ川流域を研究対象領域として当該地域
の自然災害の実態について河川地理学的に
分析する。近年の自然災害のみならず、歴史
時代の自然災害について水関係災害を中心
として流域内にみられる地域偏差と時代偏
差を検討する。自然災害を引き起こした引き
金となる環境要因について完新世という長
い時間を閑雅に入れて人文環境・自然環境の
二側面から災害駆動力分析を行い、その解釈
を行うことにしたい。ここでの人文環境とは
土地被覆変化を指すことにしている。 
従来の研究では不明であった中部ミヤン

マーの自然環境動態ならびに、自然環境変動
を特に完新世後期に当たる 5000 年前以降の
時間軸の中での変化様式を取り上げ、人間活
動の影響を自然環境変動がどのように受け
ているのかを明らかにし変動しつつある自
然環境の変動様式への新たな知見を追加す
る。この研究成果を用い自然環境の変動によ
って影響を受けた文明の基礎基盤について
も影響を評価することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
ヤンゴン大学地理学部と連携してイラワ

ジデルタの自然環境変動についての調査を
行った。初年度はヤンドン地点、次年度目は
パテイン地点、最終年次はヘンサダ地点にオ
ールコアボーリングの試掘地点を定め、初年
度にはイラワジデルタ、マンダレー盆地を中
心として平野地形の構造を明らかにするた
めに地形調査を行うことにし、次年度以降に
はオールコアボーリングを行うため、事前準
備をサンテックと行い、試掘した。 
この際、ヤンゴン大学においてコアを半裁

し、サンプリングするともに、一部の粒度分
析を三重大学に持ち帰り、年代測定と堆積物
のイオン分析などを行った。 
さらに、イラワジデルタの深層地下水の分

析を併用し、完新世の環境変動のシグナルを
見ることにした。水質分析にあたり、一部を
ヤンゴン大学において行い、一部を三重大学
において行うことにした。 
イラワジ川下流平野を研究対象地域とし

て、中流地域のマンダレー盆地では半乾燥地

域との比較を行いながら、下流平野における
地形環境、水文気象環境について以下のよう
な調査・探査を行った。１）ミヤンマーの地
理学研究、河川研究、水文気象研究にかかわ
る文献資料の探査と収集、２）イラワジデル
タを示している古地図、古絵図などの空間資
料について、異なる年次のものを収集し、デ
ータベースを構築した、３）イラワジデルタ
の下流部を対象として、ヘンサダ、パテイン、
ミャンドン、ヤンゴン近郊において地形調
査・表層地質調査などの現地調査を行い、深
井戸の分布を確認し図面に落とすとととも
に、水質分析を行うために、各レベルの深さ
の水を採取し、現地において簡易測定を行い、
一部を日本に持ち帰り、分析を行いつつある 
イラワジ川流域の河川地形の分析にあた

り、室内作業で必要な衛星画像を購入し、外
邦図を収集して、これらを基図として地形解
析ならびに河道変遷についての検討を行う
ことにした。これらの作業に合わせて、水文
気象関係の資料はヤンゴン大学図書館、気象
水文局の資料検索を行い、これらも分析を行
うことにした。ミヤンマーでは本局の観測資
料は少ないため現地の観測所で資料を収集
し、洪水氾濫シュミレーションのための準備、
長期気候変動分析を行うことにした。 
 
４．研究成果 
衛星画像の地形分析を行うことで、ミヤン

マー中央部のイラワジデルタの地形分類図
を作成し、下位デルタ、上位デルタ、自然堤
防＋後背湿地ゾーン、エスチュアリーゾーン、
タイダルフラット、砂丘＋砂帯列とスウェー
ル、旧河道＋三日月湖などを識別して。さら
に、上流のパガン盆地とマンダレー盆地の地
形分類図を作成し、この地域がいくつかの合
流扇状地であることを明らかにした。また、
断層地形によって河川の勾配が大きな変化
を受けていることを示すことができた。 
イラワジ河流域のプレレミナリー調査を

行い、イギリス・ロンドンでの公文書館、図
書館で植民地時代の資料を収集して、外邦図
から河川流路を抽出し、最近の衛星データと
照合することでイラワジデルタにおけるイ
ラワジ川の河道変遷を最近100年程度のｵｰﾀﾞ
ｰで図化し、河川勾配との関係を明確にする
ことができた。 

ニヤンドン地点のオールコアボーリング
によって得た土壌サンプルについてのコア
切り、コア記載を現地で行い、粒度分析をヤ
ンゴン大学において行い、年代測定試料を日
本に持ち帰り、測定を行ったところ、イラワ
ジデルタの洪水氾濫が終了する雨季末期と
乾季での河川の流出状況が異なることをみ
いだすことができた。さらに３５ｍのオール
コアボーリングデータから深度３０ｍが完
新世の始まりであり、砂・礫を含む扇状地的



 

 

な堆積が開始するとともに、２５ｍの深度で
砂。シルトの互層がリズミカルに出現するこ
とがわかった。この地点はイラワジ川に近い、
蛇行流路の放棄された旧河道であるために、
堆積構造はイラワジ河の乾季・雨季の変動最
近 6000 年間の流出プロセスを見出すことが
可能であることがしめすことができた。 
また、パテン地点での試掘試料を分析した

ところ、非常に浅い地点１５ｍで更新世の対
堆積物となることがわかり、イラワジ河の支
流ではあるが、ｴｽﾁｭｱﾘｰ河川であり、完新世
の河川の堆積物が薄いことがわかった。 
一方、自然堤防地帯のヘンサダ地点におけ

る試掘結果では砂層とシルト層が互層とな
っていることがわかり、本川河道が分岐する
地点での自然堆積構造を明らかにすること
が可能となった。 
これらのオールコアボーリングの試掘結

果を基に、完新世の後半には粒度が粗粒化し
ていることが突き止め、上流地域での土地利
用変化が大きくかかわっていると考え、イラ
ワジ川流域の完新世の土地被覆変化のプレ
リミナリーの研究を行うことにした。すでに、
ﾏﾝﾀﾞﾚｰ盆地、パガン盆地でのイラワジ河道近
くの露頭観察からも、同様な上方に堆積物の
粗粒化がみられること、パガン王朝を通して、
灌漑水利の完成ならびに王都の建設、パゴダ
の建設などに伴う表層改変に伴う環境変容
がこれらの堆積物への反応として表れてい
ることを確認した。 
さらに水質分析の結果、試掘地点、ならび

に表層の井戸水データ分析を行ったところ、
基底の地下水流動の水質と表層部での地下
水流動の水質に大きな違いが表せ、環境変動
を明らかにすることができた。 
中期完新世以降の環境変動の中で、デルタ

の前進過程をしることができた。また、当該
地域の環境変動様式の評尺を作成しつつあ
る。今後、多時期のＥＴＭ画像を用いて土地
被覆変化を明らかにし観測資料から洪水時
期の河川動態を明らかにできた。   
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